
機動救難士の職務章 

（ワッペン）のデザイン由来について 
  

機動救難士が着用する機動救難服の左腕上部

には、右のような職務章（ワッペン）が取り付けてあり

ます。 

 この職務章のデザインは次の３つの事柄をシンボ

ル化したものです。 

 
 

・・  SSttaarr  ooff   LLiiffee（（生生命命のの星星））   

救救急急医医療療ののシシンンボボルル   
覚覚知知   

医医療療機機関関へへのの

引引きき渡渡しし   
通通報報   

搬搬送送中中手手当当   

現現 手手当当   

出出場場   

・・  中中心心ははアアススククレレピピオオススのの杖杖   

（（ギギリリシシャャ神神話話のの医医神神））   

・・  ６６つつののババーーははそそれれぞぞれれ EEMMSSのの機機

能能ををシシンンボボルル化化   

※※  EEMMSS：：EEmmeerrggeennccyy    MMeeddiiccaall     SSeerrvviiccee  

        （（緊緊急急医医療療ササーービビスス））のの略略語語  

  

     
場場
＋＋   
・ 航空を表すウィングマーク 

※ ウィングの枚数は、機動救難士の試行
運用で、３名から始まったことを表す・・            

との説もある。 

 

＋＋   
・ Ａ旗（    アメリカ式）をイメージし、ダイバー 

フラグとして潜水業務も従事することを表す 

・ ヘリのローターをイメージ             

 


